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平
成
20
年
度
下
期
原
子
力
発
電
施
設
等

周
辺
地
域
企
業
立
地
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

振
興
業
務
部
立
地
審
査
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
３　
　

　

e-m
ail

：ritti@
dengen.or.jp

ま
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ 

２
０
０
８
in
御
前
崎
」

開
催
の
お
知
ら
せ

柏
崎
市
海
水
浴
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
う
わ
っ
と
柏
崎
！
」を
応
援
し
ま
し
た

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

普
及
啓
発
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
２
８　
　

　

e-m
ail

：enepla@
dengen.or.jp

ま
で

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
十
年
十

一
月
五
日
（水）
〜
七
日
（金）
の
三
日
間
、
経

済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委
託

を
受
け
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
２
０

０
８
in
御
前
崎
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
全
国
の
電
源
立
地
地
域

の
自
治
体
職
員
や
地
域
振
興
の
関
係
者

を
対
象
と
し
て
、
地
域
振
興
に
資
す
る

講
演
及
び
地
域
振
興
事
例
の
紹
介
・
情

報
提
供
等
の
内
容
に
よ
る
検
討
会
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
の
地
域

振
興
に
関
す
る
実
践
力
を
高
め
、
自
治

体
職
員
間
等
の
情
報
交
換
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
多
数
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

・
開
催
地
：
静
岡
県
御
前
崎
市

・
主
催
：
経
済
産
業
省
、
御
前
崎
市

・
後
援
：
静
岡
県

○
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
の
お
申
し
込
み

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

http://w
w
w
.dengen.or.jp/

　

平
成
二
十
年
七
月
十
九
日
（土）
〜
二
十
一
日

（月）
の
三
日
間
、
柏
崎
市
と
柏
崎
観
光
協
会

の
主
催
に
よ
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
長
野
、

高
崎
、
大
宮
の
各
駅
頭
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
柏
崎
市
長
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
会
期
中
積
極
的
に
応
援
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
多
く
の
お
客
さ

ま
に
柏
崎
の
「
き
れ
い
な
海
」
や
「
浜
茶
屋
」

の
魅
力
を
P
R
し
、
昨
年
夏
に
発
生
し
た
新

潟
県
中
越
沖
地
震
よ
り
落
ち
込
ん
だ
海
水
浴

客
の
増
員
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
柏
崎
市
の
海
水
浴
場
や
観
光
地
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等
の
配
布

や
パ
ネ
ル
の
展
示
、
郷
土
芸
能
で
あ
る
「
日

本
海
太
鼓
」
の
実
演
紹
介
、柏
崎
の
お
米
「
こ

し
い
ぶ
き
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
を
行
い
、

柏
崎
の
良
さ
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
お
客
さ
ま
か
ら
は
「
初
め
て
行
っ
た

海
水
浴
は
柏
崎
な
の
よ
」「
今
週
子
供
た
ち

と
行
っ
て
み
よ
う
か
し
ら
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

例
年
百
万
人
を
超
え
て
い
た
海
水
浴
客
は
、

昨
年
十
六
万
人
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、

今
年
は
概
ね
七
十
万
人
ま
で
回
復
が
で
き
る

見
通
し
で
す
。
来
年
は
百
万
人
復
活
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

高崎駅にて日本海太鼓の実演紹介　

長野駅にてキャンペーンの様子　柏崎市長が先頭にたって地元PR

プログラム 時間 会場

11月5日（水）

開会式 15：00～15：15
市民会館大ホールオリエンテーション 15：15～15：20

基調講演 15：30～16：30
地域振興事業検討会ガイダンス 16：45～17：15 移動バス車中
交流会　※１ 17：30～19：00 御前崎グランドホテル

11月6日（木） ※
２

地
域
振
興
事
業
検
討
会

検討会１　交流事業開発検討会

9：30～17：00 
※３

原子力広報センター研修室
検討会２　特産品開発事業検討会 御前崎市役所会議室３０５
検討会３　特産品販路開拓検討会 御前崎市役所会議室３０２
検討会４　広域観光事業検討会 池新田公民館研修室
検討会５　中心市街地活性化検討会 本町公民館研修室
検討会６　産業支援制度活用検討会 中町公民館研修室

11月 7日（金） ※
４

施
設
見
学
会

施設見学会　Aコース 9：30～13：50 電源三法交付金施設～浜岡原子力館～海鮮な
ぶら市場など

施設見学会　Bコース 9：30～13：15 浜岡原子力発電所構内～海鮮なぶら市場

※１交流会は御前崎市と（財）電源地域振興センターの共催で希望者のみ。　※２各検討会は定員50名となります。
※３主に午前中フィールドワーク、午後ワークショップ検討会。ただし、検討会によって異なる場合があります。※４施設見学会は希望者のみ。

　

本
給
付
金
は
、
原
子
力
立
地
地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
創
出
と
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、

雇
用
の
増
加
を
生
む
企
業
に
対
し
て
、
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
、
企
業
の
支
払
っ
た
電
気
料
金

等
に
基
づ
き
、
道
府
県
が
給
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
道
府
県
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
交
付
事
務
・
審
査
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
下
期
は
北
海
道
、
青

森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
新
潟
県
、
茨
城
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
島

根
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
、
鹿
児
島
県
の
審
査
事
務
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　

平
成
20
年
度
下
期
募
集
は
、
平
成
20
年
10
月
頃
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
募
集
時
の

「
応
募
要
領
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

初めて申請される場合

■主な補助要件
【電力契約】…新規立地または増設に伴う電力契約の新設または増設をしていること。
【対象となる電気料金】…①平成20年４月１日～９月30日に支払った電気料金であること。
　　　　　　　　　　　②申請者が直接契約しているものであること。
　　　　　　　　　　　③産業用途の電力契約で、臨時契約等期間に制限があるものでないこと。
【雇　　用】…雇用者（雇用保険の一般被保険者）が３人以上増加すること。
【投　　資】…（「特例加算※」を受ける場合のみ要件とする。）
　　　　　　 新たな投資額：所在市町村　新設　500万円（ 増設250万円 ）以上
　　　　　　　　　　　　    隣接市町村　新設1,000万円（ 増設500万円 ）以上
　　                     ※特例加算とは、製造業および自治体で支援制度を整備している特定業種に対して行う、新規に採用した人数に応じた加算のこと。

■交付対象期間
立地（ 新増設 ）した翌期から原則８年の間で、条件を満たす期間については、継続して交付を受け
ることができます。ただし、前述のとおり、電気料金の支払実績等に基づいて金額が決まるので、
都度（上期・下期の年２回）申請して頂く必要があります。

■交付額（算定交付額（Ａ）と交付限度額（Ｂ）のいずれか小さい額となります）
●算定交付額（Ａ）：契約電力分交付額（Ⅰ）＋特例加算分交付額（Ⅱ）　　　　
・契約電力分交付額（Ⅰ）
①以下の計算式より算出単価（ｋWあたり

の電気料金）を計算する。

　　　　　　　半期における実支払電気料金
　　　　　　実契約電力 × 半期における支払月数

②①で算出した値を表１に当てはめ、算定
単価を求める
　所在市町村、隣接市町村（ 旧隣接 ）：第１欄
　隣接市町村（ 旧外部 ）　　　　　   ：第２欄

③以下の計算式により契約電力分交付額を算出する。

契約電力分交付額 ＝ 算定契約電力※１×（ 算定単価 ー 交付金単価※２ ）× 支払月数
※１算定契約電力は、表２の区分に応じた電力を上限とする実契約電力
※２交付金単価とは、原子力発電所の設備能力に応じて設定している単価

・特例加算分交付額（Ⅱ）
【所在市町村】                  　  ：新規に雇用した人数 × 30万円 ※期末の雇用者数
【隣接市町村（ 旧隣接、旧外部 ）】：新規に雇用した人数 ×15万円 ※期末の雇用者数

●交付限度額（Ｂ）　※ 交付限度額は（１）（２）のいずれか小さい額となります。
（１）算定電気料金交付限度額：算定契約電力×（算定単価×係数１－交付金単価）×支払月数
（２）支払電気料金交付限度額：半期における実支払電気料金×係数２ー（ 実契約電力×交付金単価×支払月数）

既に本給付金の利用実績のある方が増設として申請する場合

本制度の交付期間は原則８年間ですが、増設した場合に次に掲げる要件を満たせば、増設の翌期か
ら原則8年間になるまで期間を延長することができます。ただし、１事業所２回までに限ります。
【電力契約】…工場または事業場の増設に伴い契約電力が増加していること。

【対象となる電気料金】…①平成20年４月１日～９月30日に支払った電気料金であること。
　　　　　　　　　　　②申請者が直接契約しているものであること。
　　　　　　　　　　　③産業用途の電力契約で、臨時契約等期間に制限があるものでないこと。
【雇　　用】…雇用者（雇用保険の一般被保険者）が３人以上増加すること。
【投　　資】…新たな投資額 ： 所在市町村　　250万円以上、 隣接市町村　　500万円以上
【対象業種】…製造業および自治体で支援制度を整備している特定業種であること。

※本制度は平成20年度以降に新増設があったものが対象になります。平成19年度以前の新増設は、旧
制度の適用となります。

算出単価＝算出単価＝

（表１）

算出単価
算定単価

第 1欄 第 2欄

～ 1,500円未満   750 円   375 円

1,500円以上 2,500円未満 1,000 円   500 円

2,500円以上 3,500円未満 1,500 円   750 円

3,500円以上 4,500円未満 2,000 円 1,000 円

4,500円以上 5,500円未満 2,500 円 1,250 円

以降 1,000円刻み 以降500円刻み 以降250円刻み

　　　　　　　　　　　　　　（表２）

増加雇用者数 上  限
3 人以上 20 人未満 1,500ｋＷ
20 人以上 2,500ｋＷ

市町村区分 係数１ 係数２
所在市町村 ２ １
隣接市町村（ 旧隣接 ） 1.5 0.75
隣接市町村（ 旧外部 ） ２ 0.50
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「
原
子
力
発
電
所
見
学
会
」を
実
施
し
ま
し
た

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委

託
を
受
け
、
原
子
力
発
電
の
必
要
性
や
安

全
性
、
立
地
地
域
の
実
状
等
に
対
す
る
認
知

向
上
や
理
解
促
進
を
図
る
「
原
子
力
発
電

所
見
学
会
」
を
全
国
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

七
・
八
月
に
は
九
州
電
力
㈱
川
内
原
子

力
発
電
所
、
関
西
電
力
㈱
高
浜
発
電
所
及

び
大
飯
発
電
所
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱
東

海
第
二
発
電
所
、
北
海
道
電
力
㈱
泊
発
電

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
電
所
で
は
、
構
内
を
バ
ス
で
一
巡
、
Ｐ

Ｒ
館
及
び
訓
練
設
備
等
を
見
学
し
た
後
、

発
電
所
の
職
員
や
地
元
自
治
体
職
員
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
職
員
の
プ
ロ
意
識
の
高
さ
に
驚

い
た
」、「
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
の
授
業
で

取
り
上
げ
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

所
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
電
力
消
費
地
で
あ
る
鹿
児
島

市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、
東
京
都
、
札
幌

市
な
ど
か
ら
教
職
員
や
自
治
体
職
員
な
ど

計
二
百
十
九
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
現
地
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
、「
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
」
や
「
原
子
力
の
必

要
性
」
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
講
義
を

行
い
、
ま
ず
参
加
者
に
基
礎
知
識
を
習
得

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

普
及
啓
発
課
内

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
２
８　
　

　

e-m
ail

：fukyu@
dengen.or.jp

ま
で

【
Ｖ
ｏ
ｌ
・
12 

読
者
の
声
か
ら
】

●
Ｖ
ｏ
ｌ
．12
の
「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
の
記

事
で
、
豆
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
官
民
一
体
と

な
っ
て
進
め
る
北
海
道
本
別
町
「
キ
レ
イ

マ
メ
の
会
」
の
取
り
組
み
は
、
農
家
の
生

き
残
る
道
を
探
る
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

（
愛
媛
県
西
予
市　

女
性
）

●
私
の
住
む
鹿
児
島
県
指
宿
市
は
回
転
式
そ
う

め
ん
流
し
発
祥
の
地
で
す
。
水
の
郷
百
選
に

認
定
さ
れ
て
い
る
湧
水
を
利
用
し
た
そ
う
め

ん
流
し
は
、
県
内
外
か
ら
夏
冬
を
問
わ
ず
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
県
指
宿
市　

男
性
）

●
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
、
読
者

の
方
々
が
何
に
興
味
や
関
心
が
あ
る
の
か
、

そ
の
傾
向
が
わ
か
り
ま
し
た
。

（
長
野
県
御
代
田
町　

女
性
）

【
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

今
号
の
特
集「Pick U

p!

」に
ご
登
場
い
た
だ

き
ま
し
た
新
潟
県
柏
崎
市
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

「
斑は
ん
し
ど
う

紫
銅
レ
タ
ー
オ
ー
プ
ナ
ー
（
ト
キ
）」
を
五

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　

と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
本
誌
へ

の
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入
の
上
、
平

成
二
十
年
十
月
二
十
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
選
の
発
表
は
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
斑
紫
銅
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

柏
崎
市
産
業
振
興
部 

観
光
交
流
課

０
２
５
７
ー
２
１
ー
２
３
３
４

今号でご紹介した
電源市町村の発電所データ

◆特集（表紙）　新潟県柏崎市
　表紙裏の目次欄を参照

◆ふるさと応援団　長野県飯山市
　信濃川水力発電所　長野県飯山市所在

　最大出力：17.7万ｋＷ　　　

　事業者名：東京電力株式会社

◆いきいき電源地域　茨城県東海村　
　東海第二発電所　茨城県東海村所在

　最大出力：110万ｋＷ　
　事業者名：日本原子力発電株式会社

いきいき電源地域　島根県雲南市　
　北原水力発電所　島根県雲南市所在

　最大出力：1.56万ｋＷ　
　事業者名：中国電力株式会社

◆電気のふるさと産品自慢　岐阜県恵那市
　矢作第一水力発電所　岐阜県恵那市所在

　最大出力：6.07万ｋＷ　　

　事業者名：中部電力株式会社

人事往来
●電源立地都道府県知事（平成20年5月～ 7月選挙分）
都道県名 氏名 当選月日

鹿児島 伊藤　祐一郎 7月13日

●電源地域市町村首長（平成20年5月～ 7月選挙分）
市町村名 氏名 当選月日

昭和村（群馬県） 加藤　秀光 5月13日
矢部村（福岡県） 中司　謙治 5月13日
小田原市（神奈川県） 加藤　憲一 5月18日
御坊市（和歌山県） 柏木　征夫 5月18日
奥多摩町（東京都） 河村　文夫 5月18日
山添村（奈良県） 窪田　剛久 5月18日
相生市（兵庫県） 谷口　芳紀 5月25日
智頭町（鳥取県） 寺谷　誠一郎 6月8日
福知山市（京都府） 松山　正治 6月15日
古座川町（和歌山県） 武田　丈夫 6月15日
木之本町（滋賀県） 岩根　博之 6月17日
平取町（北海道） 川上　満 6月22日
中城村（沖縄県） 浜田　京介 6月22日
売木村（長野県） 松村　増登 6月24日
厚真町（北海道） 宮坂　尚市朗 6月29日
下條村（長野県） 伊藤　喜平 6月29日
川上村（奈良県） 大谷　一二 7月1日
占冠村（北海道） 小林　豊 7月2日
小浜市（福井県） 松崎　晃治 7月13日
北山村（和歌山県） 奥田　貢 7月22日
益田市（島根県） 福原　慎太郎 7月27日
角田市（宮城県） 大友　喜助 7月27日
太子町（兵庫県） 首藤　正弘 7月27日
江府町（鳥取県） 竹内　敏朗 7月27日
小国町（山形県） 小野　精一 7月29日

●経済産業省（平成20年５月～７月）抄

○平成20年6月23日付発令
氏名 （新） （旧） 
波留　静哉 近畿経済産業局産業部長 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
  核燃料サイクル産業立地対策室長

松下　達也 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 特許庁総務部総務課長補佐
 核燃料サイクル産業立地対策室長  
 
○平成20年6月30日付発令
氏名 （新） （旧） 
飛田　聡 中部経済産業局電力・ガス事業　 中小企業事業環境部経営安定対策室長
 北陸支局長 

鎌倉　正次 大臣官房付・辞職 中部経済産業局電力・ガス事業北陸支局長
  
○平成20年7月11日付発令
氏名 （新） （旧） 
石田　徹 資源エネルギー庁長官 産業技術環境局長

中西　宏典 産業技術環境局基準認証政策課長 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
  原子力立地・核燃料サイクル産業課長

山本　雅史 北海道経済産業局長 内閣官房内閣参事官（内閣官房副長官
  補付）・知的財産戦略推進事務局参事官

根井　寿規 東北経済産業局長 原子力安全・保安院原子力発電検査課長

長尾　尚人 中部経済産業局長 中小企業庁経営支援部長

平工　奉文 近畿経済産業局長 資源エネルギー庁次長

長尾　正彦 中国経済産業局長 特許庁総務部長

徳増　有治 四国経済産業局長 大臣官房審議官（産業技術担当）

橘髙　公久 九州経済産業局長 大臣官房審議官（消費者政策担当）

本部　和彦 資源エネルギー庁次長 大臣官房審議官（エネルギー・環境担当）

森本　英雄 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 北海道経済産業局地域経済部長
 原子力立地・核燃料サイクル産業課長 

望月　晴文 経済産業事務次官 資源エネルギー庁長官  

　

蝋ろ
う
が
た
は
ん
し
ど
う

型
斑
紫
銅
は
、
か
つ
て
仏
像
な
ど
の
鋳

金
に
用
い
ら
れ
た
技
術
で
、
新
潟
県
に
最
初
に
導

入
さ
れ
た
の
が
、
柏
崎
大
久
保
の
地
で
し
た
。
三

十
年
前
に
新
潟
県
無
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
、
現

在
は
四
代
目
晴
雲 

原
惣
右
工
門
に
よ
っ
て
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

7月30日　九州電力㈱川内原子力発電所・ＰＲ館

８月５日　関西電力㈱高浜発電所・意見交換会風景

８月７日　関西電力㈱・原子力研修センター

８月25日　日本原子力発電㈱東海第二発電所・意見交換会風景８月30日　北海道電力㈱泊発電所・ＰＲ館


